
事業所名：株式会社 南の太陽 
 
＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 
株式会社南の太陽では、福祉と SDGs の取り組みは親和性が高いと考えています。 私たちがアク
ションを起こすことで、地域のあらゆる持続可能性に寄与できるのではないかと考えました。 鹿児島
県から日本中に元気と太陽（南の太陽）のように温もりを届けて住みやすい帰ってきたい街つくりと考
えます。福祉分野のみに視点を向けるのではなく、「福祉を取り巻く環境としてまちづくりがある」。 わ
たしたちの福祉事業が推進されることで、まちづくりも推進され、まちづくりが推進されることで、 福祉
も推進されるプラスの循環を生み出すことを目標とし、私たちは、SDGs を推進してまいります。 

 
＜SDGs達成に向けての重点的な取組み及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組み 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 
社会 
☐経済 

地域の清掃活動を障害者の方々と共に実
施。地域貢献、地域との交流機会が増える
ことで、障害者支援への理解を広めていき
たい。 

毎年度２回以上の地域 清掃活動を実施
する。実施内容を工夫し、障害者と地域
の交流機会につなげる。 

環境 
社会 
経済 

地元食材の PR・地産地消・地域 経済循
環・活性化に取り組む食堂をオープン。商品
パッケー ジに紙製のものを採用するなど、
環境問題にも取り組む。障害者の方々がい
きいきと働ける場を提供し地域で安心して暮
らせまちづくりを目指しています。 

地産地消をテーマにした障害者就労継
続支援 事業所「リトル太陽」の運営。地
元食材の更なる魅力発掘 PR、地元企業
とのコラボ企画を通して地域の活性化に
取り組む。現在一日お弁当 30 食から 80
食の目標設定。 

☐環境 
社会 
経済 

国及び地方自治体による指定管理者の指
定を受け公の施設の管理・運営を行って
います。地域神社の清掃管理や敬愛園内
管理業務委託。 

国立ハンセン病療養所の施設で『ぽか
ぽか食堂』をオープンし、住民の方たち
と食を通じて老人会や保育園と交流し
ています。毎年交流人口 3000 人目標
設定。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 
障害者の就労継続支援事業所「ぽかぽか食堂」は、地元の生産者が作った地元食材を料理の具材と
した定食・弁当を日本財団から人権啓発活動と教育拠点や地域交流の場として賛同と設備支援を頂
き、ハンセン病施設星塚敬愛園内にて提供しています。 これまで大隅半島で生産された野菜や畜産
物、魚、お茶を使用したオリジナルのメニューを開発し地元の企業とコラボレーション等を行ってまいり
ました。地域木材会社の廃材を燃料とした、ほうじ茶製造は地域の福祉施設や企業様に好評でありま
す。 地域の社会課題として、若者の流出や食育を保育園にて行って、地域の魅力の発見や情報提
供を SNS等を通じて積極的に行っております。人口減少が課題であるならば、地元産品を購入、情報
発信することを意識するだけで、消費や雇用が生まれ若者が地域に帰ってくるかもしれません。障害
を持った人たちの働く場の創出にもつながります。地元生産者にも利益が還元される、地産地消・地
域経済循環を活性化させることを目指し運営しております。次のステップとして肝属地区特産品の辺
塚だいだいの加工や販売を JA鹿児島と共同で搾りカスの香料会社への再活用や 6次加工を行い生
産量 50t から 100t まで増産し生産者の所得向上と若年が農業への可能性を一緒に提案をしていき
たいと考えております。 

 
○ SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。） 
       登録状況：第 期登録（登録年月日：    年  月  日） 
＜SDGsに関する重点的な取組み状況，前期の指標及び実績＞ 
三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 
☐社会 
☐経済 

   

☐環境 
☐社会 
☐経済 

   

☐環境 
☐社会 
☐経済 

   

・「登録状況」を記載してください。 
・「取組みの状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してく
ださい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 


